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1 はじめに
インターネットが急速に普及する中，学会がWebサイ
トを開設することによって，発表会などのイベントの告
知や，学会の最新情報などをWebで発信できるように
なった．また，会員はWeb上での発表会の申し込みや，
論文投稿，会員同士の情報交換などが手軽にできるよう
になった．
学会がWebサイトを開設する主な方法として，
 静的 HTMLや CGIなどを用いて手作業でWebサ
イトを作成する方法
 Wikiやブログを流用する方法
 Web制作会社に依頼する方法
 商用Webシステムのライセンスを購入し，サーバに
設置する方法
 商用 ASPサービスを利用する方法
が挙げられる．
静的 HTMLや CGIなどを用いて手作業でWebサイ
トを作成する方法の問題点として，1ページずつ手作業
で作成，更新しなければならないことや，Web製作の専
門知識が必要となることが挙げられる．
Wikiやブログを流用する方法の問題点として，ソフ
トウェアの選定をする必要があることや，カスタマイズ
に時間がかかること，機能的制約があることが挙げられ
る．カスタマイズに時間がかかる例として，ブログは時
系列で記事が表示されるため，学会Webサイトに適し
たページの見せ方を工夫しなければならないことが挙げ
られる．
他の方法の問題点として，資金が必要となることが挙
げられる．例えば，学会担当者，研究者に必要なサービ
スをワンストップで提供する商用Webサービスが存在
する [1]．大会参加受付，発表演題の受付，要旨集の原稿
受付，参加費の支払い手続きがオンラインで行えるツー
ルなどがあるが，サーバの維持費以外に，1大会につき
1ライセンス購入しなければならないため，経済的に負
担が大きい．特に商用 ASPサービスに関しては，主に
学会の大会の開催と運営の支援を目的としていることが
多いため，学会自体のWebサイトを作るにはあまり向
いていない．
以上の背景から，Web製作の専門知識を持つ人材が不
足しており，十分な資金を調達できない小規模な学会が，
動的Webシステムを導入するには，経済的，時間的コ
ストがかかりすぎるということが言える．
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そこで，本研究では，これらの問題を解決するために，
小規模な学会の活動をWeb上で容易に行えるフレーム
ワークの提案・構築を目的とする．
2 学会の活動に関する調査
Webサイトを活用して学会を運営するにあたって，学
会が抱えている問題や，運営の動向について調査を行っ
た結果，以下のようなグランドデザインをまとめた事例
があることがわかった [2]．
1. 学会の知名度の向上
 一般市民からのアクセス向上をはかる．例えば，
一般の市民が，学会に深く関わるキーワードで
検索したときに，検索結果の上位に学会のWeb
サイトへのリンクが表示されるような仕組みを
構築する．
2. 会員向けサービスの向上
 論文などの資料検索サービスへの対応や論文の
電子化などを行うことで，学会の情報を迅速に
入手できるようにする．
 入会申し込み，講演会などのイベントの参加申
し込みなどのフォームを作成することで，事務
手続きのオンライン化を行い，手続きの簡素化，
迅速化をはかる．
3. 学会活動の活性化
 会員の業績をデータベース化し，論文発表，委
員会活動などの業績を把握できるようにする．
 自薦，他薦を容易にできるようにし，会員に対
する学会からの評価・表彰の迅速化をはかる．
4. 事務運営の近代化，効率化
 費目別支出状況の常時チェックができるように
する．
 理事会決定案件の進行状況のチェックができるよ
うにする．
 会員名簿の整備の迅速化をはかる．
上記を満たすシステムを利用するには，情報の迅速な
更新，情報漏洩と改竄に対して充分なセキュリティ対策
が必要となってくる．情報の迅速な更新を実現する目的
で，入力オペレータをアルバイトとして雇用している．
一方，セキュリティ対策は，セキュリティが必要な情報
内容の層別を定めてアクセス許可範囲を限定するととも
に，役員にパスワードを付与し，ユーザの権限を明確化
することで，関与する情報のアクセス範囲を設定してい
る [2]．
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以上のことから，事務手続きとWebページの作成・管
理の簡略化，会員情報や電子論文などのデータベース化，
ユーザ権限によるアクセス範囲の制限が，学会活動の支
援と活性化に繋がると考えられる．このことを踏まえて，
学会の活動を支援するにはどのような仕組みが必要なの
か，検討を進めていく．
3 アプローチ
本研究では，以下の 2つの項目に重点を置いている．
1. 学会Webサイトに求められるコンテンツの定義
　複数の学会のWebサイトに含まれる全てのコンテ
ンツを列挙し，類似コンテンツを集約することによ
り，学会Webサイトの共通のコンテンツを定義する．
2. コンテンツの適切なビューの定義
　Webサイトの各コンテンツに対し，視認性，理解
性を考慮してコンテンツの種類に応じた適切なビュー
を定義する．例えば，研究発表会などのイベントは
カレンダー形式のビューを与えることにより，より
効果的にスケジュールを把握できると考えられる．
4 フレームワーク
4.1 学会活動支援手法の提案
第 2章で述べたことを踏まえ，以下のような学会活動
支援手法を提案する．
1. コンテンツの管理・公開の簡略化
　管理者権限を持つユーザがWeb上で簡単にコンテ
ンツの作成・編集・削除ができ，公開・非公開を自
由自在に切り替えられる仕組みを提供する．
2. 事務手続きの簡素化，迅速化
　入会申し込み，イベントの参加申し込み，論文投
稿などをWeb上で行える仕組みを提供する．また，
投稿された電子論文を公開することで，Webサイト
のアクセス数増加を期待できると考えられる [3]．
3. ユーザの識別
　会員に IDとパスワードを付与して識別し，各会
員の氏名，住所，生年月日，勤務先などの学会運営
に必要な会員情報をデータベースに登録できる仕組
みを提供する．
4. ユーザの権限
　会員種別や役員・スタッフなど，ユーザの種類に
よって提供するサービスやWebページの閲覧ができ
る範囲を制限したい場合があるため，管理者がユー
ザに権限を与えることができる仕組みを提供する．
4.2 サイト構成
学会Webサイトの共通のコンテンツを定義するため
に，小規模な学会を会員数 1000人未満と定義し，17学
会（支部も含む）のWebサイトを参考にして，各コンテ
ンツの掲載率を調べた結果を Fig. 1-5に示す．
Fig. 1 学会案内関係コンテンツの掲載率
Fig. 2 お知らせ関係コンテンツの掲載率
Fig. 3 活動案内関係コンテンツの掲載率
Fig. 4 学会誌関係コンテンツの掲載率
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Fig. 5 その他のコンテンツの掲載率
次に，掲載率が 20％以上のコンテンツおよび掲載率
が低くてもサイト構成上必要と思われるコンテンツを列
挙し，類似コンテンツを集約して，学会Webサイトの
共通コンテンツを定義した．定義したコンテンツを用い
て，サイトの基本構成を検討した結果を Fig. 6に示す．
Fig. 6 学会Webサイトの基本構成
掲載率が低いコンテンツの中から，プライバシーポリ
シーとサイトポリシーを共通コンテンツに追加した．プ
ライバシーポリシーを追加した理由は，入会や講演会な
どの申し込み時に会員の個人情報を管理者に送信する必
要があるため，個人情報の扱い方をWebサイトの利用
者に明示する必要があることによる．一方，サイトポリ
シーは，Web上での論文の投稿や閲覧を可能とするため，
著作権についての明記が必要という理由による．
4.3 CMSの利用
提案フレームワークをオープンソース CMS（コンテ
ンツマネジメントシステム）を用いて構築する．CMSと
は，Webコンテンツを構成するテキストや画像，レイア
ウト情報などを一元的に保存・管理できるソフトウェア
であり，コンテンツ作成と管理，ユーザ管理，コンテン
ツの公開管理などをブラウザ上から簡単に行うことがで
きる [4]．CMSを使用する理由は，コンテンツの管理が
容易で，必要に応じてコンテンツを取捨選択できるため
である．
　CMSには，サーバにソフトウェアをアップロードする
だけで利用可能になるものと，サーバ上でのインストー
ル操作を必要とするものがある．前者は共有レンタルサー
バでも導入できるが，後者は維持費が高い専用サーバで
なければインストールできないため，経済面で小規模な
学会には向いてない．以上の検討および 4.1で定義した
要件により，共有レンタルサーバでも導入できる点，ア
カウント別，グループ別に閲覧権限を設定できる点を満
たしているオープンソース CMSを利用する．
5 まとめ
学会の活動に関する調査結果に基づき，学会活動支援
手法を提案し，学会Webサイトの共通コンテンツと基
本構成を定義した．
今後は，コンテンツの適切なビューの定義や学会活動
支援手法を適用したページの具体的な内容の検討，そし
て，利用するオープンソース CMSの選定を行う予定で
ある．
本研究の評価は，簡単にコンテンツを作成・管理でき
るか，Webサイトの立ち上げにかかる時間的，経済的コ
ストをどれくらい抑えられるかを，第 1章で挙げた 5つ
のWebサイトの開設方法と比較して行う．また，本研究
で構築したWebフレームワークを既存の学会のWebサ
イトのリニューアルに適用し，学会からのフィードバッ
クをもとに評価を行う．
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